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年、米国 Human Connectome Project (HCP)の成果として、新たに MRI による構造・






差が大きく適さない。しかし、近年提案された Neurite Orientation Dispersion and 
Density Imaging (NODDI)法では、拡散特性の違いに基づき、神経組織を脳脊髄液、
神経突起内、神経突起外の 3 つに分類してモデル化することで、線維交叉が多い皮質
でも神経突起密度（Neurite density: NDI）と神経突起の分散度合い（Orientation 
dispersion index: ODI）を評価できる。本研究では、NODDI 法により皮質内の神経突
起特性の領野間の変化を観察できないかと考え検討を試みた。 
対象は HCP データベースの健常者 505 例とした。従来法どおり高解像度構造画像（T1・
T2 強調画像）から、ミエリンマップと皮質厚マップとを算出した。統計学的指標に基づ







検脳における NODDI 法の実験結果と一致した。ODI 皮質マップは、古典的大脳皮質
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